
 

 

８月定例記者会見 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時 令和４年８月２日（火）１１時００分 

■場 所 ２階第１会議室 

 



会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ 市長の挨拶 

 

３ 市からの会見資料による情報発信 

 

４ 記者からの市政全般に対する質問 

 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 



定例記者会見資料 

                       令和４年８月２日 

 

８月 
  

 

１８日（木） 

案 件 名 

鳥栖市男女共同参画セミナー 

【ＬＧＢＴＱ＋】さらに!!もっと詳しく学んでみよう! 

を開催します 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課     ☎85-3508 Ｐ２ 

 

１９日（金） 

案 件 名 同和問題講演会を開催します 

問合せ先 

健康福祉みらい部 地域福祉課    ☎85-3655

教育委員会事務局 生涯学習課    ☎85-3521 
Ｐ４ 

 

【申込期間】 

フッペル部門 

３１日（水）

まで 

案 件 名 
第２８回フッペル鳥栖ピアノコンクール２０２２ 

参加者を募集します 

問合せ先 スポーツ文化部 文化芸術振興課   ☎85-3645 Ｐ６ 

 

 

 

９月 
  

 

１１日（日） 

案 件 名 
みんなの秋まつり in とす 

～見よう・聞こう・楽しもう～ を開催します 

問合せ先 健康福祉みらい部 高齢障害福祉課  ☎85-3642 Ｐ９ 

 

２８日（水） 

案 件 名 
女性の再就職支援セミナー 

「マザーズ就職支援セミナー」を開催します 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課     ☎85-3508 Ｐ１１ 

 

 



情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 

鳥栖市男女共同参画セミナー 

【ＬＧＢＴＱ＋】さらに!!もっと詳しく学んでみよう! 

を開催します 

日   時 令和４年８月１８日（木）１０：００～１２：００ 

場   所 鳥栖北まちづくり推進センター 

対   象 どなたでも 

 

 

 

 

 

内  容 

日本では１０人に１人の割合で、ＬＧＢＴＱ＋の方がいる

と言われています。多様な性のあり方を考えるためセミナー

を開催しますので、ぜひ、ご参加ください。 

■講師 鈴木智惠子さん（佐賀大学医学部看護学科教授） 

■定員 ４０人程度（先着順）   

■参加費 無料 

■その他 託児あり（３か月～就学前まで） 

※８月１０日（水）までに要申込 

※手話通訳や要約筆記を希望される方は、市民

協働推進課まで申し出ください 

■主催 とす男女共同参画市民実行委員会、鳥栖市 

【ＬＧＢＴＱ＋とは】 

 性の多様性において数が少ない人である「性的マイノリテ

ィ」の総称の一つ。次の言葉の頭文字を取っています。 

Ｌ レズビアン 女性が好きな女性。女性同性愛者。 

Ｇ ゲイ 男性が好きな男性。男性同性愛者。 

Ｂ ﾊﾞｲｾｸｼｭｱﾙ 男性も女性も好きになる人。または、好きにな

るのに性別を問わない人。 

Ｔ ﾄﾗﾝｽｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 生まれたときに割り当てられた性別と性自認が

異なっている人。性自認が男性・女性に二分で

きないＸジェンダーも含む。 

Ｑ ｸｴｽﾁｮﾆﾝｸﾞ 

/ｸｨｱ 

ｸｴｽﾁｮﾆﾝｸﾞ：自分の性のあり方が「わからない」

「迷っている」「決めたくない」など。 

ｸｨｱ：性的マイノリティを包括する言葉。 

＋ プラス 上記以外にもたくさんの性のありようが含まれ

るという意味が込められている 
 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課 ☎８５－３５０８ 
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８月１７日（水）⇒18日（木）１０：００～１２：００ 

ところ 

とき 

田代まちづくり推進センター 

⇒鳥栖北まちづくり推進センター 
鳥栖市田代大官町 1９５８番地⇒古野町 176番地 3 

☎0942-82-2704⇒85-3631 

■定員：４０名程度（要申込、定員になり次第締切） 
      ※講演のあとに、ワークショップを開催します。 

■託児：無料（原則３ヶ月から就学前まで） 

※８月１０日（水）までに要申込 

講師 

鳥栖市男女共同参画セミナー 

みんな、多様だもの in 2022 
 

【LGBTQ＋】さらに！！ 
もっと詳しく学んでみよう！ 

 

    とす男女共同参画市民実行委員会/鳥栖市 
 

お問い合わせ・申込／鳥栖市 市民協働推進課 男女参画国際交流係 〒841-8511 鳥栖市宿町 1118 番地 

Ｔｅｌ 0942-85-3508  Fax 0942-83-3310   E ﾒｰﾙ kyoudou@city.tosu.lg.jp 

 

主催 

鈴木 智惠子さん 
佐賀大学医学部看護学科教授 

みなさんは、「LGBTQ＋」という言葉を聞いたことがありますか？ 

日本では 10人に１人の割合で、LGBTQ＋の方がいると言われています。 

とす男女共同参画市民実行委員会と市は、「多様な性のあり方」を考えるための

セミナーを開催します。 

ぜひ、ご参加ください。 

 

【講師プロフィール】 

佐賀大学 教員（Prof）／佐賀災害支援プラットフォーム - SPF 医療福祉部門リーダー／佐賀県小児保健協会 副会長 

認定特定非営利活動法人 佐賀県難病支援ネットワーク 専務理事／佐賀小児在宅支援ネットワーク 副代表 

Bright Future Saga 事務局／佐賀小児在宅支援ネットワーク 副代表 

佐賀障がい・福祉を考える会 副会長／一般社団法人佐賀子ども未来プロジェクト理事 

特定非営利活動法人 空家・空地活用サポート saga 理事／佐賀ファシリテーション・カフェ 副代表 

障がい者福祉事業所ワン・ハピネス 相談役／日本医学ジャーナリスト協会 西日本支部 会員 

ホワイトボード・ミーティング チーム佐賀 株式会社ひとまち 認定講師（アドバンス、デジタル版べーシック） 

日本ボランティアコーディネーター協会 ボランティアコーディネーター検定１級 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要なお知らせ 

都合により、日程・会場を下記のとおり

変更します。 

急な変更、大変申し訳ございません。 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 同和問題講演会を開催します 

日  時 令和４年８月１９日（金）１３：３０～（開場１３：００） 

場  所 サンメッセ鳥栖４階ホール 

対  象 県内にお住まいの方、県内にお勤めの方 

 

 

 

 

 

内  容 

毎年８月を「同和問題強調月間」として、県と市では同

和問題解決のための啓発事業を集中的に進めています。 

市においても、誰もが気軽に参加でき、多くの人が同和

問題に触れるきっかけをつくり、身近に存在している差別

問題について正しく理解してもらおうと、毎年、講演会や

啓発パネル展を開催していますので、皆様のご来場をお待

ちしております。 

 

①同和問題講演会 

■講師 仲島
なかじま

正教
まさのり

さん（教育サポーター） 

■演題 あーよかったな あなたがいて 

～優しさという温かい貯金～ 

■参加費 無料 

■その他 要約筆記、手話通訳、託児あり 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク着用、座席

指定、入口での検温・手指消毒、会場での氏名・連絡先の

記入などにご協力をお願いします 

 

②パネル展「人権・同和問題啓発コーナー」の開設 

■市 立 図 書 館 ８月２日（火）～１４日（日） 

            １０：００～１８：００ 

■市役所市民ホール ８月１日（月）～３１日（水） 

             ８：３０～１７：１５ 

■サンメッセ鳥栖１階ホール 

８月１７日（水）～３１日（水） 

             ９：００～２２：００ 

問合せ先 
健康福祉みらい部 地域福祉課   ☎８５－３６５５ 

教育委員会事務局 生涯学習課   ☎８５－３５２１ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
第２８回フッペル鳥栖ピアノコンクール２０２２ 

参加者を募集します 

申込期間 下記のとおり 

対  象 未就学児、小、中、高、大、一般 

内  容 

市が所有するフッペル社製のピアノの悲話に込められた平

和への祈りを次世代に伝え、音楽による平和文化創造を願い、

ピアノコンクールを実施します。過去の受賞者には現在ピアニ

ストとして音楽活動をされてる方もおり、鳥栖市が誇るレベル

の高いコンクールとなっています。 

 

■申込期間 

「フッペル部門」８月１５日（月）～８月３１日（水） 

「ジュニア部門Ａコース」９月１日（木）～９月１６日（金） 

「ジュニア部門Ｂコース」９月１日（木）～９月１６日（金） 

※各部門及びカテゴリーごとに課題曲等が異なります 

 

■申込先 

 フッペル鳥栖ピアノコンクール実行委員会事務局 

（鳥栖市宿町８０７－１７ 鳥栖市民文化会館内） 

 

■開催日程 

「フッペル部門」 

（１次予選）１１月４日（金）鳥栖市民文化会館大ホール 

（２次予選）１１月５日（土）    〃 

（ 本  選 ）１１月６日（日）    〃 

「ジュニア部門Ａコース」 

       １１月１３日（日）鳥栖市民文化会館大ホール 

「ジュニア部門Ｂコース」 

１１月１２日（土）鳥栖市民文化会館大ホール 

■その他 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、変更が生じた場合は、鳥栖

市ホームページ等でお知らせいたします。 

問合せ先 スポーツ文化部 文化芸術振興課  ☎８５－３６４５ 
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ジ
ュ
ニ
ア
部
門
Ｂ
コ
ー
ス

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
先
◆

　
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

　
　
〒
84
1-
00
52
　
佐
賀
県
鳥
栖
市
宿
町
80
7-
17

   
   
   
   
   
   
   
  　
　
 (
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
内
)

　
　
　
TE
L:
09
42
-8
5-
36
45
  F
A
X:
09
42
-8
5-
36
47

　
　
　
H
P:
ht
tp
s:
//
w
w
w
.c
ity
.to
su
.lg
.jp
/s
ite
/f
up
pe
r/

　
　
　
E-
m
ai
l:b
un
ka
ka
ik
an
@
ci
ty
.to
su
.lg
.jp

◆
参
加
料
振
込
先（
全
部
門
共
通
）◆
 

　
　
以
下
の
い
ず
れ
か
の
口
座
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
名
義
：
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

   
  　
■
 西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
 鳥
栖
支
店
（
普
通
）
３
１
２
１
４
４
４

   
   
　■
 佐
賀
銀
行
 鳥
栖
支
店
（
普
通
）  
１
８
２
２
８
６
１

  　
　
　
　
※
参
加
す
る
ご
本
人
の
名
義
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

 　
　
　
　
 ※
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

20
22
年
9
月
16
日
（
金
）
必
着

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

20
22
年
 1
1
月
12
日
（
土
）

１
．
日
程
と
開
催
場
所

開
　
催
　
場
　
所

カ
テ
ゴ
リ
ー

２
．
課
 題
 曲

下
記
指
定
の
中
か
ら
任
意
の
1
曲
を
選
択
（
繰
り
返
し
は
省
略
）

【
　
参
加
料
　
】

未
就
学
児
の
部

・
ギ
ロ
ッ
ク
/
は
じ
め
て
の
ギ
ロ
ッ
ク

6,
00
0
円

小
学
1,
2
年
生
の
部

・
ギ
ロ
ッ
ク
/
子
ど
も
の
た
め
の
ア
ル
バ
ム

7,
00
0
円

小
学
3,
4
年
生
の
部

・
シ
ュ
ー
マ
ン
/
シ
チ
リ
ア
の
踊
り
op
68
-1
1（

ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

・
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル
/
の
ば
ら
に
寄
す
op
51
-1
（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

・
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ラ
ー
/「
25
の
練
習
曲
」
よ
り
任
意
の
1
曲

8,
00
0
円

高
校
生
の
部

・
シ
ョ
パ
ン
/
ワ
ル
ツ
よ
り
任
意
の
1
曲
（
小
犬
を
除
く
）

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
/
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
よ
り
任
意
の
1
曲
中
の
一
つ
の
楽
章
（
緩
徐
楽
章
を
除
く
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
シ
ョ
パ
ン
/
即
興
曲
よ
り
任
意
の
1
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
,0
00
円

・
自
由
曲
（
審
査
時
間
10
分
以
内
）

大
学
,一
般
の
部

12
,0
00
円

中
学
生
の
部

・
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ラ
ー
/「
18
の
練
習
曲
」
よ
り
任
意
の
1
曲

・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
/
子
共
の
た
め
の
小
品
集
よ
り
op
.7
2-
2(

ロマ
ン派

ピア
ノ小

品集
４/
ヤマ

ハピ
アノ

ライ
ブラ

リー
他）

・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
ワ
ル
ツ
op
.3
9-
8（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

9,
00
0
円

小
学
5,
6
年
生
の
部

・
平
吉
毅
州
/「
虹
の
リ
ズ
ム
」
よ
り
任
意
の
1
曲

・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
甘
い
夢
op
.3
9-
21
（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

・
グ
リ
ー
グ
/
ア
リ
エ
ッ
タ
op
.1
2-
1（
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
小
品
集
４
/ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
他
）

8,
00
0
円

（
1）
す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
（
2）
審
査
時
間
を
超
え
た
場
合
な
ど
、
進
行
の
都
合
上
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る
（
採
点
に
は
影
響
し

な
い
）
。
（
3）
自
由
曲
に
つ
い
て
は
、
複
数
曲
で
も
よ
い
（
曲
順
は
自
由
）
（
4）
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
省
略
す
る
こ
と
（
5）
自
由
曲
に
お
い

て
一
部
省
略
は
失
格
と
す
る
（
組
曲
、
変
奏
曲
は
、
演
奏
部
分
を
明
記
す
る
こ
と
）

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
 　
田
中
 星
治
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
大
学
教
授
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
阪
本
 幹
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
宮
崎
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
長
野
 俊
樹
（
音
楽
学
者
、
福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
野
沢
 聡
美
　（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
九
州
女
子
大
学
、
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
原
　
 博
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
教
育
大
学
講
師
）　

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
参
加
者
全
員
に
、
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
の
い
ず
れ
か
の
賞
（
賞
状
）
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
 ※
金
賞
受
賞
者
に
は
、
20
23
年
3
月
21
日
（
火
・
祝
）（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ート
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
  ※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　（
２
）
参
 加
 料
   
上
記
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
下
記
に
記
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
振
込
先
を
変
更
し
ま
し
た
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
   （
３
）
申
込
期
間
　
20
22
年
９
月
1
日
（
木
）
～
20
22
年
9
月
16
日
（
金
）
必
着

　
   （
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）を
貼
り
付
け
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

   
   （
５
）
そ
 の
 他
　
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
◆

＊
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
か
ら
…
徒
歩
約
20
分
、
西
鉄
バ
ス（
1,
2,
6,
10
,4
1,
43
番
）　「
西
鉄
鳥
栖
」下
車
徒
歩
5
分
/（
3,
5
番
）「
文
化
会
館
前
」下
車
徒
歩
1
分

＊
九
州
新
幹
線
・Ｊ
Ｒ
新
鳥
栖
駅
か
ら
…
徒
歩
約
25
分
、
西
鉄
バ
ス
（
3,
5
番
）「
文
化
会
館
前
」
下
車
徒
歩
1
分

　
※
福
岡
空
港
 ⇔
 Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
≪
50
分
程
度
≫
　
　
※
博
多
駅
 ⇔
 Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
≪
30
～
45
分
程
度
≫
　

第
２
8回
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
２０
22

第
２
8回
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
２０
22

実
施
要
項

公
益
財
団
法
人

公
益
財
団
法
人
二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会

二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会
Pr
es
en
ts

Pr
es
en
ts

公
益
財
団
法
人
二
又
教
育
文
化
振
興
奨
学
会
pr
es
en
ts

フ
ッ
ペ
ル
部
門

ジ
ュ
ニ
ア
部
門

20
22
. 11
.4
（
Fr
i）
, 5（

Sa
t）
, 6（

Su
n）

20
22
. 1
1.
12
（
Sa
t）

20
22
. 1
1.
13
（
Su
n）

Ａ
コ
ー
ス

Ｂ
コ
ー
ス

鳥
栖
市
に
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ッ
ペ
ル
社
製
の
古
い
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
間
近
、
２
人
の
特
攻
隊
員
が
鳥
栖
小
学
校
を
訪
れ
、

同
校
に
あ
っ
た
こ
の
ピ
ア
ノ
で
、
こ
の
世
の
名
残
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
月
光
」
を
奏
で
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
悲
話
に
込
め
ら
れ
た
平
和
へ
の
祈
り
を
次
世
代
に
伝
え
、
音
楽
に
よ
る
平
和
文
化
創
造
を
願
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

主
　
　
　
催
：
鳥
栖
市
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
、
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

特
別
協
賛
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
　
　
　
援
：
佐
賀
県
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、
福
岡
県
、
福
岡
県
教
育
委
員
会

特
別
協
力
：
鳥
栖
市
文
化
事
業
協
会
　
　
  協
力
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
M
us
ic
N
et
w
or
k 
す
み
れ
会

※
振
込
先
を
変
更
し
ま
し
た
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
例
年
予
選
及
び
本
選
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
鳥
栖
市
民
文
化
会
館

　
改
修
工
事
の
た
め
内
容
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

7



フ
ッ
ペ
ル
部
門

　
　【
第
１
次
予
選
】　

　
　
　
次
の
〈
1〉
と
〈
2〉
を
演
奏
す
る
。（
〈
1〉
→〈
2〉
の
順
で
演
奏
す
る
こ
と
）

　
　
　〈
1〉
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
作
曲
　
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
 第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
か
ら
1
曲
（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー
ガ
）

　
　
　〈
2〉
自
由
曲
（
複
数
曲
可
）（
演
奏
時
間
は
〈
1〉
と
〈
2〉
を
合
わ
せ
て
10
分
以
内
。
自
由
曲
の
曲
順
は
自
由
と
す
る
）

　
　【
第
２
次
予
選
】　

　
　
　
次
の
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
か
ら
１
曲
（
全
楽
章
）
を
演
奏
す
る
。

　
　
　
◆
ハ
イ
ド
ン

　
　
　
　
①
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
短
調
 H
ob
.X
V
I/
20

　
　
　
　
②
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
イ
長
調
H
ob
.X
V
I/
46

　
　
　
　
③
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
長
調
H
ob
.X
V
I/
50
（
第
3
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
④
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
ホ
長
調
H
ob
.X
V
I/
52

　
　
　
◆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　
　
　
　
⑤
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 K
.3
10
(K
.3
00
d）
（
第
3
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑥
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ニ
長
調
 K
.3
11
(K
.2
84
c）

　
　
　
　
⑦
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 変
ロ
長
調
 K
.3
33
(K
.3
15
c）

　
　
　
　
⑧
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ハ
短
調
 Ｋ
.4
57

　
　
　
　
⑨
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 ニ
長
調
 Ｋ
.5
76
（
第
1
楽
章
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
◆
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　
　
　
⑩
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
8
番
 ハ
短
調
「
悲
愴
」 
op
.1
3

　
　
　
　
⑪
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
12
番
 変
イ
長
調
「
葬
送
行
進
曲
付
き
」 
op
.2
6（
第
2
楽
章
の
ト
リ
オ
、第
3
楽
章
、第
4
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑫
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
13
番
 変
ホ
長
調
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」 
op
.2
7-
1（
全
楽
章
の
す
べ
て
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
）

　
　
　
　
⑬
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
14
番
 嬰
ハ
短
調
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」 
op
.2
7-
2 
≪
月
光
≫（
第
2
楽
章
の
繰
り
返
し
を
必
ず
行
う
こ
と
） 　

　
　
　
　
⑭
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
17
番
 ニ
短
調
op
.3
1-
2《
テ
ン
ペ
ス
ト
》

　
　
　
　
⑮
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 第
26
番
 変
ホ
長
調
「
告
別
」 
op
.8
1a

　
　
　
◆
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

　
　
　
　
⑯
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 Ｄ
.5
37

　
　
　
　
⑰
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
長
調
 Ｄ
.6
64

　
　
　
　
⑱
ピ
ア
ノ
･ソ
ナ
タ
 イ
短
調
 Ｄ
.7
84

　
　【
　
本
　
選
　
】

　
　
　
自
由
曲
（
演
奏
時
間
は
20
～
30
分
程
度
）

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

参
　
加
　
料

【
第
１
次
予
選
】　
20
22
年
11
月
4
日
（
金
）

20
22
年
８
月
31
日
（
水
）
必
着
25
,0
00
円

15
,0
00
円

【
第
２
次
予
選
】　
20
22
年
11
月
5
日
（
土
）

【
　
本
　
選
　
】 
  2
02
2
年
11
月
6
日
（
日
）

開
　
催
　
場
　
所

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

１
．
日
程
と
開
催
場
所

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
　
　
植
田
 克
己
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
、上
野
学
園
特
任
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
阿
部
 裕
之
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
奥
田
 佳
道
（
音
楽
評
論
家
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
中
尾
 　
純
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
准
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
　
　
永
野
 栄
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
音
楽
教
室
主
宰
）

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
第
１
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
50
万
円
／
第
２
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
30
万
円
／
第
３
位
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
15
万
円

　
　
　
月
光
賞
 ：
賞
状
・
盾
・
賞
金
 1
0
万
円
  ※
第
２
次
予
選
で
ソ
ナ
タ
≪
月
光
≫
を
演
奏
し
た
中
で
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
入
　
選
 ：
賞
状
・
賞
金
 5
万
円
　

　
　
　
 ※
入
賞
者
の
う
ち
特
に
優
秀
な
人
に
は
、
20
23
年
度
に
鳥
栖
市
で
開
催
さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
会（
詳
細
未
定
）に
お
い
て
、

　
　
　
 　
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
の
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
 ※
前
項
以
外
の
入
賞
者
に
は
、
20
23
年
3
月
21
日
（
火
・
祝
）（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
 ※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　
　（
２
）
参
 加
 料
　【
第
１
次
予
選
】　
25
,0
00
円
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 【
第
２
次
予
選
】　
15
,0
00
円
　
※
第
１
次
予
選
通
過
時
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
振
込
先
を
変
更
し
ま
し
た
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
振
込
先
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　
　
　（
３
）
申
込
期
間
　
20
22
年
８
月
15
日
（
月
）
～
20
22
年
8
月
31
日
（
水
）　
※
必
着

　
　
　（
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）
を
貼
り
付
け
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
５
）
そ
 の
 他
　
①
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
9
月
下
旬
頃
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ②
期
間
中
は
文
化
会
館
内
に
3
部
屋
練
習
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

２
．
課
 題
 曲

※
月
光
賞
の
対
象

(1
)す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
(2
)進
行
の
都
合
上
、
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る
（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）。
(3
)注
意
書
き

以
外
の
繰
り
返
し
は
自
由
。
(4
)本
選
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
予
選
、
第
２
次
予
選
で
選
曲
し
た
も
の
を
除
く
。
複
数
曲
で
も
よ
い（
曲

順
は
自
由
）。
出
版
さ
れ
て
い
る
曲
に
限
る
。
楽
譜
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

注
意
事
項
（
各
部
門
共
通
）

(1
) コ
ン
ク
ー
ル
参
加
の
た
め
に
入
国
査
証
が
必
要
な
場
合
に
は
、
参
加
者
本
人
の
責
任
で
入
国
査
証
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
査
証
取
得
の
た
め
招
聘

　
  状
等
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
運
営
事
務
局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
) コ
ン
ク
ー
ル
参
加
時
の
参
加
者
自
身
の
健
康
、
傷
害
に
関
す
る
保
険
及
び
手
荷
物
、
そ
の
他
の
所
持
物
に
関
す
る
事
故
、
火
災
、
盗
難
、
破
損
に
関
す
る
保

   
  険
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
本
人
自
身
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

(3
) 本
コ
ン
ク
ー
ル
で
行
わ
れ
る
全
て
の
演
奏
及
び
式
典
、
審
査
、
関
連
催
事
に
関
し
、
出
場
者
が
有
す
る
放
送
権
、
上
演
権
、
録
音
権
、
録
画
権
、
出
版
権
、

   
  肖
像
権
等
の
諸
権
利
は
、
主
催
者
で
あ
る
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

(4
) こ
の
実
施
要
項
に
関
し
て
発
生
す
る
問
題
は
、
本
要
項
に
基
づ
き
、
か
つ
日
本
の
法
律
に
準
拠
し
て
解
決
さ
れ
ま
す
。

(5
)参
加
申
込
後
の
辞
退
に
よ
る
参
加
料
は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。 

３
．
審
 査
 員
　
　
　

　
　
　
審
査
員
長
 　
田
中
 星
治
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
大
分
大
学
教
授
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
阪
本
 幹
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
宮
崎
大
学
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
長
野
 俊
樹
（
音
楽
学
者
、
福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
野
沢
 聡
美
　（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
九
州
女
子
大
学
、
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
審
 査
 員
 　
原
　
 博
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
福
岡
教
育
大
学
講
師
）　

４
．
賞
 な
 ど
　

　
　
　
第
１
位
、
第
２
位
、
第
３
位
 ：
賞
状
・
盾
　
　
　
入
　
選
 ：
賞
状
　

　
　
　
※
入
賞
者
の
う
ち
特
に
優
秀
な
人
に
は
、2
02
3年
度
に
鳥
栖
市
で
開
催
さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
会（
詳
細
未
定
）に
お
い
て
、

　
　
　
協
奏
曲
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、そ
の
際
の
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
事
務
局
が
指
定
し
ま
す
。

　
　
　
※
前
項
以
外
の
入
賞
者
に
は
、
20
23
年
3月
21
日
（
火
・
祝
）
（
予
定
）
の
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
※
参
加
者
全
員
に
審
査
員
講
評
を
お
渡
し
し
ま
す
。

５
．
参
加
申
込
　

　
　（
１
）
参
加
資
格
　
制
限
な
し

　
　（
２
）
参
 加
 料
 　
上
記
　
※
参
加
者
名
義
で
申
込
期
限
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。※
振
込
先
を
変
更
し
ま
し
た
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
   （
３
）
申
込
期
間
　
20
22
年
９
月
１
日
（
木
）
～
20
22
年
9
月
16
日
（
金
）
必
着

　
   （
４
）
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真（
縦
4.
5c
m
×
横
3.
5c
m
程
度
）を
貼
り
付
け
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

   
   （
５
）
そ
 の
 他
　
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬
に
本
人
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

（
1）
す
べ
て
暗
譜
で
演
奏
す
る
こ
と
。
（
2）
審
査
時
間
を
超
え
た
場
合
な
ど
、進
行
の
都
合
上
演
奏
を
止
め
る
こ
と
が
あ
る（
採
点
に
は
影
響
し
な
い
）。

（
3）
本
選
の
自
由
曲
に
つ
い
て
は
、
複
数
曲
で
も
よ
い
（
曲
順
は
自
由
）
（
4）
自
由
曲
に
お
い
て
一
部
省
略
は
失
格
と
す
る
（
組
曲
、
変
奏
曲
は
、

  演
奏
部
分
を
明
記
す
る
こ
と
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
開
催
中
止
の
場
合
の
参
加
料
に

　
つ
き
ま
し
て
は
、
全
額
ご
返
金
い
た
し
ま
す
。

１
．
日
程
と
開
催
場
所

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
Ａ
コ
ー
ス

カ
テ
ゴ
リ
ー

２
．
課
 題
 曲

下
記
の
課
題
曲
と
自
由
曲
を
演
奏
す
る
こ
と

　
課
題
曲

下
記
指
定
の
中
か
ら
任
意
の
1
曲
を
選
択
（
繰
り
返
し
は
省
略
）

課
題
曲
+
自
由
曲

参
加
料

審
査
時
間

未
就
学
児
の
部

・
楽
し
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
ヤ
マ
ハ
出
版
）
1
巻

・
M
iy
os
hi
ピ
ア
ノ・
メ
ソ
ー
ド（
カ
ワ
イ
出
版
）
2
巻
又
は
3巻
（
連
弾
曲
は
除
く
）

12
,0
00
円

4
分
以
内

小
学
1,
2
年
生
の
部

・
楽
し
い
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
（
ヤ
マ
ハ
出
版
）
1
～
2
巻

・
M
iy
os
hi
ピ
ア
ノ
・
メ
ソ
ー
ド（
カ
ワ
イ
出
版
）
3
巻（
連
弾
曲
は
除
く
）

12
,0
00
円

5
分
以
内

小
学
3,
4
年
生
の
部

・
プ
レ
・
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
（
全
音
楽
譜
出
版
）

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/2
声
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

12
,0
00
円

6
分
以
内

高
校
生
の
部

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
　
第
Ⅰ
巻
、第
Ⅱ
巻
よ
り
フ
ー
ガ

17
,0
00
円

11
分
以
内

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
　
第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
よ
り

  任
意
の
1
曲
（
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
及
び
フ
ー
ガ
）

大
学
,一
般
の
部

17
,0
00
円

12
分
以
内

中
学
生
の
部

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/3
声
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
フ
ラ
ン
ス
組
曲
よ
り
任
意
の
ア
ル
マ
ン
ド
又
は
ジ
ー
グ

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
　
第
Ⅰ
巻
、第
Ⅱ
巻
よ
り
フ
ー
ガ

16
,0
00
円

10
分
以
内

小
学
5,
6
年
生
の
部

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/2
声
の
イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/3
声
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

・
Ｊ
.Ｓ
.バ
ッ
ハ
/
フ
ラ
ン
ス
組
曲
よ
り
任
意
の
ア
ル
マ
ン
ド

14
,0
00
円

８
分
以
内

※
第
28
回
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
A
コ
ー
ス
は
鳥
栖
市
民
文
化
会
館
改
修
工
事
の
た
め
、

　
予
選
を
行
い
ま
せ
ん
。

日
　
　
　
　
　
程

申
　
込
　
期
　
限

20
22
年
9
月
16
日
（
金
）
必
着

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

20
22
年
11
月
13
日
（
日
）

開
　
催
　
場
　
所

（
振
込
先
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
）
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
みんなの秋まつり in とす 

～見よう・聞こう・楽しもう～ を開催します 

日  時 令和４年９月１１日（日）１２：３０～ 

場  所 フレスポ鳥栖１階ウェルカムコート 

対  象 どなたでも 

 

 

 

 

 

内  容 

障害や障害のある人に対する理解を深め、共生社会を考

える機会をつくるため、「みんなの秋まつり in とす」を開

催します。東京パラリンピック陸上男子車いす T52 クラ

スの 400ｍと 1500ｍで銅メダルを獲得した上与那原
う え よ な ば る

 寛和

さんを招き、講演会や競技用車いすの試乗体験を行いま

す。皆様のご来場をお待ちしております。 

 

 

●講演会 

講師 上与那原
う え よ な ば る

 寛和さん 

   （東京 2020 パラリンピック銅メダリスト） 

時間 １３：００～１４：００ 

 

●パラスポーツ競技用車いす試乗体験 

時間 １４：００～１５：００ 

※１２：１５～整理券配布（先着４０名様） 

 

●市内福祉団体の物販 

 時間 １０：００～ 

 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更・中止する場

合があります。最新情報は市公式ホームページでご確認くだ

さい。 

※マスク着用、３密回避等、感染症対策にご協力をお願いしま

す。 

問合せ先 
障害者理解促進実行委員会 

（事務局 高齢障害福祉課）    ☎８５－３６４２ 
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ｉｎ とす 

鳥栖市障害者理解促進事業 

～見よう！聞こう！楽しもう！～ 

主催：鳥栖市/鳥栖市障害者理解促進実行委員会 

スポーツの秋 

芸術の秋 

食欲の秋 

みんなの秋まつり 

と き：令和４年９月１１日（日） 

１２時３０分～１５時００分 

ところ：フレスポ鳥栖１階ウェルカムコート 

お問い合わせ先：鳥栖市障害者理解促進実行委員会事務局 

鳥栖市役所 高齢障害福祉課 障害者支援係 ☎85-3642 ※予定は変更になる場合があります 

協賛：フレスポ鳥栖  協力：佐賀県障がい者スポーツ協会 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 『マザーズ就職支援セミナー』を開催します 

日  時 令和４年９月２８日（水）１０：００～ 

場  所 市民文化会館 ３階研修室 

対  象 子育て中の就職希望者 

内  容 

結婚・出産等で退職したけどもう一度働きたい方や、仕

事と家庭の両立に不安がある方を対象に、就職支援セミナ

ーを開催します。 

 

■講師 古賀夏子さん（career growth） 

 

■内容 扶養内・扶養外で働く違い、先輩ママ事例・労働

市場の変化から両立の実際、将来を見据えた自分

の働き方など 

 

■定員 １５人（予約先着順） 

 

■参加費 無料 

 

■申込 ハローワーク鳥栖マザーズコーナー（☎82-3408） 

    又は市民協働推進課へ 

    ※手話通訳や要約筆記を希望される方は、市民協

働推進課まで申し出ください 

 

■その他 託児あり（３か月～就学前まで） 

     ※９月２１日（水）までに要申込 

 

■共催 ハローワーク鳥栖マザーズコーナー、 

とす男女共同参画市民実行委員会、鳥栖市 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課 ☎８５－３５０８ 
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